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騒音源騒音源騒音源騒音源からからからから発生発生発生発生したしたしたした音音音音ををををマイクマイクマイクマイク
ロホンアレーシステムロホンアレーシステムロホンアレーシステムロホンアレーシステムをををを用用用用いていていていて
測定測定測定測定するするするする．．．．

従来法従来法従来法従来法

のののの略略略略でありでありでありであり，，，，主主主主にににに電波伝搬環境下電波伝搬環境下電波伝搬環境下電波伝搬環境下におけにおけにおけにおけ
るるるる電磁波到来方向推定法等電磁波到来方向推定法等電磁波到来方向推定法等電磁波到来方向推定法等としてとしてとしてとして検討検討検討検討ささささ
れているれているれているれているアルゴリズムアルゴリズムアルゴリズムアルゴリズム．．．．

-300 -200 -100 0 100 200 300
-300

-200

-100

0

100

200

300

Y
 軸

方
向

の
騒

音
源

位
置

　
m
m

X 軸方向の騒音源位置　mm

データデータデータデータ解析解析解析解析データデータデータデータ解析解析解析解析データデータデータデータ解析解析解析解析

機械機械機械機械のののの異常診断等異常診断等異常診断等異常診断等をををを実施実施実施実施するするするする方法方法方法方法としてとしてとしてとして音響診断音響診断音響診断音響診断・・・・音源探査音源探査音源探査音源探査がががが行行行行われているわれているわれているわれている．．．．従来従来従来従来まままま
でのでのでのでの音源探査法音源探査法音源探査法音源探査法にににに比比比比べてべてべてべて高分解能化・高精度化をもたらす新規方策提案に関して，
MUSICアルゴリズムを用いて検討をををを行行行行っているっているっているっている．．．．

機械機械機械機械のののの異常診断等異常診断等異常診断等異常診断等をををを実施実施実施実施するするするする方法方法方法方法としてとしてとしてとして音響診断音響診断音響診断音響診断・・・・音源探査音源探査音源探査音源探査がががが行行行行われているわれているわれているわれている．．．．従来従来従来従来まままま機械機械機械機械のののの異常診断等異常診断等異常診断等異常診断等をををを実施実施実施実施するするするする方法方法方法方法としてとしてとしてとして音響診断音響診断音響診断音響診断・・・・音源探査音源探査音源探査音源探査がががが行行行行われているわれているわれているわれている．．．．従来従来従来従来まままま
でのでのでのでの音源探査法音源探査法音源探査法音源探査法にににに比比比比べてべてべてべてでのでのでのでの音源探査法音源探査法音源探査法音源探査法にににに比比比比べてべてべてべて高分解能化・高精度高分解能化・高精度化をもたらす新規方策提案に関して，をもたらす新規方策提案に関して，
MUSICMUSICアルゴリズムを用いて検討アルゴリズムを用いて検討をををを行行行行っているっているっているっている．．．．をををを行行行行っているっているっているっている．．．．
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複数騒音源複数騒音源複数騒音源複数騒音源のののの位置同定位置同定位置同定位置同定にににに関関関関するするするする研究研究研究研究のののの流流流流れれれれ複数騒音源複数騒音源複数騒音源複数騒音源のののの位置同定位置同定位置同定位置同定にににに関関関関するするするする研究研究研究研究のののの流流流流れれれれ

空間移動平均法空間移動平均法空間移動平均法空間移動平均法
XXXX

YYYY
ZZZZ

騒騒騒騒
音音音音
源源源源

複数騒音源複数騒音源複数騒音源複数騒音源のののの場合場合場合場合，，，，従来従来従来従来のののの方法方法方法方法ではではではでは強相関性強相関性強相関性強相関性をををを有有有有すすすす
るるるるためためためため騒音源位置同定騒音源位置同定騒音源位置同定騒音源位置同定がががが困難困難困難困難であったであったであったであった．．．．

そこでそこでそこでそこで，，，，空間移動平均法空間移動平均法空間移動平均法空間移動平均法をををを併用併用併用併用したしたしたしたMISICMISICMISICMISIC法法法法用用用用いるこいるこいるこいるこ
とでとでとでとで相関相関相関相関をををを抑制抑制抑制抑制することがすることがすることがすることが出来出来出来出来たたたた．．．．

位置同定位置同定位置同定位置同定！！！！

マイクロホンアレーマイクロホンアレーマイクロホンアレーマイクロホンアレーのののの装置製作装置製作装置製作装置製作マイクロホンアレーマイクロホンアレーマイクロホンアレーマイクロホンアレーのののの装置製作装置製作装置製作装置製作マイクロホンアレーマイクロホンアレーマイクロホンアレーマイクロホンアレーのののの装置製作装置製作装置製作装置製作

評価評価評価評価評価評価評価評価
音波波形取得音波波形取得音波波形取得音波波形取得音波波形取得音波波形取得音波波形取得音波波形取得

MUSICMUSICMUSICMUSIC法法法法MUSICMUSICMUSICMUSIC法法法法
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強相関性を有する騒音源に対しても位置同定ができる！
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